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食
品
業
界
に
携
わ
る
方
々
の

た
め
の
国
民
健
康
保
険

神奈川県食品衛生国民健康保険組合 

理事長  八亀　忠勝

　
私
ど
も
の
組
合
は
、
昭
和
34
年
６
月
に

県
の
設
立
認
可
を
受
け
、
食
品
業
界
の
健

康
管
理
機
関
と
し
て
の
役
割
を
担
う
べ

く
、
発
足
い
た
し
ま
し
た
。 

　
設
立
当
初
は
約
２
万
３
千
人
の
被
保
険

者
を
も
っ
て
同
種
同
業
の
相
扶
共
済
の
精

神
に
基
づ
き
、
医
療
保
障
と
健
康
増
進
、
国

民
健
康
保
険
事
業
の
発
展
に
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
磐
石
な
組
合
運
営

を
目
指
し
、
昭
和
60
年
度
に
は
区
域
を
横

浜
市
内
か
ら
県
下
一
円
に
拡
大
し
、
神
奈

川
県
食
品
衛
生
国
民
健
康
保
険
組
合
と
改

組
し
て
、
さ
ら
な
る
進
展
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。
時
代
が
平
成
に
移
り
、
被
保
険

者
数
が
４
万
人
を
超
え
て
全
国
で
も
有
数

の
国
保
組
合
に
成
長
を
遂
げ
る
と
、
活
動

拠
点
の
手
狭
さ
か
ら
、
平
成
４
年
に
横
浜

市
中
区
相
生
町
か
ら
横
浜
市
南
区
井
土
ケ

谷
下
町
に
事
務
所
を
移
転
し
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。 

　
当
組
合
の
加
入
者
は
令
和
５
年
３
月
末

時
点
で
１
万
４
７
１
０
人
、
対
前
年
度
比

約
２
０
０
０
人
増
と
な
っ
た
も
の
の
、
こ

れ
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
協
力
金
等
」

の
支
給
に
よ
る
一
時
的
な
所
得
増
に
よ
り

市
町
村
国
保
か
ら
の
移
行
に
よ
る
も
の

で
、
感
染
法
上
の
位
置
づ
け
が
「
五
類
」
に

移
行
し
、
協
力
金
等
の
支
給
も
無
く
な
り
、

所
得
が
コ
ロ
ナ
前
に
戻
る
と
、
皮
肉
に
も

本
年
１
月
31
日
現
在
で
は
１
万
２
５
１
７

人
に
減
員
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
令
和
４
年
度
所
得
調
査
の
結

果
、
協
力
金
の
影
響
に
よ
り
一
人
当
た
り

課
税
標
準
額
が
上
昇
し
、
令
和
６
年
度
の

国
庫
補
助
金
の
減
額
が
懸
念
さ
れ
た
の
で

す
が
、
厚
労
省
よ
り
全
国
の
食
品
関
係
国

保
組
合
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
に
特

別
調
査
を
行
い
結
果
を
反
映
す
る
こ
と
が

示
さ
れ
、
当
組
合
も
該
当
す
る
こ
と
に
な

り
、
ひ
と
ま
ず
安
堵
し
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
75
歳
以
上
の
被
保
険

者
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
、

転
廃
業
に
伴
う
脱
退
、
法
人
事
業
所
の
社

会
保
険
へ
の
移
行
等
、
減
員
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
さ
ら
に
、
現

在
の
保
険
証
が
廃
止
さ
れ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
の
一
体
化
が
決
定
し
て
い
ま
す

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

信
頼
性
が
確
実
に
担
保
さ
れ
、
マ
イ
ナ
保

険
証
の
不
安
払
拭
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
現

保
険
証
か
ら
移
行
す
る
過
渡
期
の
混
乱
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
政
府
は
、
異
次
元
の
少
子
化
対
策

の
財
源
の
一
部
を
ま
か
な
う
た
め
、
こ
ど

も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
よ
り
医
療
保

険
者
が
「
支
援
金
」
と
し
て
被
保
険
者
か
ら

上
乗
せ
徴
収
す
る
こ
と
を
制
度
化
し
よ
う

と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

に
よ
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
根
幹
を
な
す
「
政
府

ク
ラ
ウ
ド
」
の
「
医
療
保
険
者
シ
ス
テ
ム
」

か
ら
国
保
組
合
が
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
、
よ
り
強
固
な
連
携
が
必
要
と
な
り
ま

す
。さ
ら
に
、い
わ
ゆ
る「
勤
労
者
皆
保
険
」

の
適
用
拡
大
に
よ
り
国
保
か
ら
健
保
に
被

保
険
者
が
移
行
す
る
構
図
と
な
り
、
国
保

組
合
の
運
営
面
に
多
大
な
影
響
を
与
え
か

ね
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
私
ど
も
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
は
、
よ
り
厳
し
さ
を
増
し

て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
当
組
合
も
業
界
の
現
状
を
鑑
み
つ

つ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
徹
底
し
、
相
扶

共
済
の
精
神
に
基
づ
き
、
国
保
組
合
の
特
性

を
生
か
し
た
事
業
に
取
り
組
み
、
よ
り
堅
実

な
組
織
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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■表紙の説明 ──Shonan Blue 
 
　夏はもちろん、年間を通じ多くの人々が訪れる江の島。“東洋のマイアミ
ビーチ”とも呼ばれる海水浴場では、ショーやイベント、ビーチクリーン活
動などが行われますが、地元の人々は、“Shonan Blue”に包まれる特別な
ひと時も大切にしています。 
　今年は辰年。江の島は古くから龍の棲むところといわれ、龍にまつわる見
どころも数多くあります。第一岩屋と第二岩屋からなる「江の島岩屋」では、
第二岩屋の奥まで進むと龍に出会えます。 
　あなただけの“Shonan Blue”を探しに、ぜひお出かけください。
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01　かながわTOP紹介 
神奈川県食品衛生国民健康保険組合 
理事長　八亀　忠勝 

 
 
03　保険者紹介コーナー 

藤沢市 
「郷土愛あふれる藤沢 
～みんなが「大好き！」と思える藤沢に～」 

 
 
07　健康わがまち 

松田町 
「都心から１時間 
四季の移ろいを味わえる町まつだ」 

 
 
09　日本大通り発 

神奈川県健康医療局保健医療部 
健康増進課 
「『かながわ健康プラン21』の改定に
ついて」 

 
 

11　こくほ随想 
「ワークエンゲージメントのカギは 
上司にあり」 
福田　吉治 

 
 
13　国保連ズームUP ！ 
          令和５年度国保中央会派遣職員の実施報告 
 
 
15　国保連発信 
 
 
19　国保連日記帳 
 
 
21　こころとからだ 

～健康のはなし～ 
「アルコールと 
メタボリックシンドローム」 
横山　顕 

 
 
25　今後の予定／伝言板／編集後記 

・も・く・じ・

写真提供：藤沢市（Photo　N. Ichikawa）

神奈川のこくほ・かいご●2024 春2



神奈川のこくほ・かいご●2024 春 3

保 険 者  
紹 介  
コ ー ナ ー

藤沢市

藤沢市　概　要 （令和 6年１月１日現在） 

■人　口：443,827 人（男 218,911 人、女 224,916 人） 
■世帯数：202,197 世帯 
■面　積：69.56k㎡ 
■市の花：フジ 
■市の鳥：カワセミ 
■市の木：クロマツ

藤沢市 
郷土愛あふれる藤沢 
～みんなが「大好き！」と思える藤沢に～

新林公園と藤
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  ■
国
保
の
概
要
・
実
施
体
制
 

　
当
市
の
国
保
加
入
者
数
は
、
本
年
１
月

１
日
現
在
で
７
万
６
０
３
２
人
、加
入
世
帯

数
５
万
１
８
４
８
世
帯
で
、
加
入
率
は
そ

れ
ぞ
れ
17
･13
％
、
25
･64
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

　
保
険
年
金
課
は
、
国
民
健
康
保
険
、
後
期

高
齢
者
医
療
、
国
民
年
金
の
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
令
和
２
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
業
務
の
一
部
を
民
間
事
業
者
に
委

託
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
12
か
所
の
市
民
セ

ン
タ
ー
等
で
資
格
の
得
喪
、
高
額
療
養
費

の
申
請
が
行
え
る
な
ど
、
利
便
性
も
図
ら

れ
て
い
ま
す
。 

　
保
険
年
金
課
の
保
険
業
務
は
職
員
26

人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
15
人
で
、
資
格
、

給
付
、
保
険
料
賦
課
収
納
、
保
険
料
徴
収
に

分
か
れ
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期

高
齢
者
医
療
の
両
方
の
制
度
を
担
当
し
ま

す
。
保
健
事
業
は
令
和
３
年
度
か
ら
藤
沢

市
保
健
所
内
の
健
康
づ
く
り
課
に
移
管
し

て
い
ま
す
。 

 ■
保
険
財
政
の
状
況
 

　
令
和
５
年
度
の
国
民
健
康
保
険
事
業
費

特
別
会
計
予
算
は
、３
９
３
億
５
１
３
５
万

円
で
、
前
年
度
予
算
と
比
較
す
る
と
１
･

８
％
の
増
額
と
な
り
ま
す
。 

　
令
和
５
年
度
は
国
民
健
康
保
険
事
業
費

納
付
金
が
、
前
年
度
と
比
較
し
て
大
幅
に

増
額
し
た
こ
と
や
、
社
会
保
険
の
適
用
拡

大
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
減
少
か
ら
、
非

常
に
厳
し
い
財
政
状
況
と
な
り
、
健
全
な

国
民
健
康
保
険
財
政
を
維
持
す
る
た
め
、

保
険
料
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。 

　
国
保
財
政
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
情
勢
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

が
、
国
民
健
康
保
険
料
の
収
納
率
向
上
対

策
の
強
化
、
医
療
費
の
適
正
化
、
特
定
健
診

等
の
保
健
事
業
の
充
実
を
図
り
、
国
民
健

康
保
険
事
業
の
安
定
し
た
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

 ■
収
納
率
向
上
対
策
 

　
令
和
４
年
度
の
現
年
度
収
納
率
は
、
92
･

64
％
で
、
前
年
度
か
ら
０
･09
ポ
イ
ン
ト
の

減
、滞
納
繰
越
分
が
12
･95
％
で
、前
年
度
か

ら
０
･38
ポ
イ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。 

　
現
年
度
分
の
確
実
な
収
納
、
新
規
滞
納

の
抑
制
に
向
け
、
財
産
調
査
の
徹
底
、
分
割

納
付
者
の
管
理
、
納
付
勧
奨
等
、
未
納
の
早

期
着
手
に
努
め
て
い
ま
す
。
近
年
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
、
滞
納
繰
越
分
の
徴
収
が

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
納
付
相
談

等
を
通
じ
、
滞
納
者
の
状
況
を
き
め
細
か

に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
内
容
に
よ
っ
て

は
関
連
部
局
に
つ
な
ぐ
な
ど
、
常
に
丁
寧

な
対
応
を
心
が
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
外
部
資
源
や
専
門
人
材
の
活
用

に
よ
る
効
果
的
・
効
率
的
な
滞
納
整
理
事

務
の
執
行
に
加
え
、
ペ
イ
ジ
ー
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
決
済
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
納
付
な
ど

新
た
な
納
付
環
境
の
整
備
と
周
知
を
図
っ

て
い
ま
す
。 

 

●

国
　
　
保
　
●

■市の概要／藤沢市は、神奈川県の南部中央に位置し、相模湾に面した気候
温暖、風光明媚な自然環境に恵まれたまちです。複数の鉄道路線が乗り入れる
など交通の利便性にも恵まれています。 
　江の島をはじめとする市内各所はメディアで取り上げられることも多く、ま
た、新鮮な農水産物や花卉も大人気で、年間を通じ首都圏屈指の観光地となっ
ています。また、工業・商業都市、学園・文化都市としての側面を併せ持つととも
に、市内１３地区を中心とする活発な地域活動、郷土愛あふれる人々の元気と温
かさ、子育てのしやすさなどに魅了され、都心から移住する人も少なくありま
せん。２０２０年（令和２年）には、市制施行８０周年を迎えました。これからも、市
民の皆さんとともに、“藤沢らしさ”を未来につないでいきたいと思います。 

藤沢市国民健康保険運営協議会 保険年金課窓口
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■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
 

　
当
市
の
特
定
健
康
診
査
は
毎
年
６
月
か

ら
10
月
末
ま
で
を
実
施
期
間
と
し
、
市
医
師

会
に
属
す
る
市
内
約
１
８
０
の
医
療
機
関

に
お
い
て
、
す
べ
て
個
別
健
診
に
よ
り
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
が
ん
検
診
と
の
同
時

受
診
を
推
奨
し
て
お
り
、
受
診
券
や
医
療
機

関
一
覧
表
を
一
体
的
に
作
成
し
、
意
識
づ
け

が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。 

　
令
和
４
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は

36
･８
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
０
･８
％
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
県
内
で
も
高
い
水
準

を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降

の
減
少
が
回
復
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

不
定
期
に
健
診
を
受
診
し
て
い
る
方
に

は
、
受
診
勧
奨
通
知
を
送
付
す
る
な
ど
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
他
方
、
特

定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

の
実
施
率
が
７
･４
％
で
、
前
年
度
と
比
較

し
１
･３
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
県
内

で
も
低
い
水
準
に
あ
る
状
況
を
打
開
す
べ

く
、
健
診
の
結
果
説
明
時
に
初
回
面
接
を
実

施
す
る
な
ど
の
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
引
き
続
き
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
「
第
３

期
藤
沢
市
国
民
健
康
保
険
保
健
事
業
実
施

計
画
（
藤
沢
市
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
）
及
び

第
４
期
藤
沢
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計

画
」
に
基
づ
き
、
市
医
師
会
等
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

   ■
介
護
保
険
の
状
況
 

　
当
市
の
第
１
号
被
保
険
者
数
は
、
令
和

５
年
12
月
末
時
点
で
、
10
万
８
８
３
３
人
、

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
は
２
万
１
８

７
７
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は
、

24
･５
％
と
県
内
で
は
比
較
的
低
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
被
保
険
者
数
、
要
介

護
・
要
支
援
認
定
者
数
と
も
に
増
加
傾
向

が
続
い
て
お
り
、
令
和
32
年
度
に
は
、
高
齢

化
率
は
36
･３
％
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
数
は
約
４
万
４
０
０
０
人
に
達
す
る
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
令
和
５
年
12
月
末
時
点
の
第
１
号
被
保

険
者
に
対
す
る
認
定
率
は
20
･１
％
と
な

っ
て
お
り
、
軽
度
認
定
者
（
要
支
援
１
〜
要

介
護
１
）
の
認
定
率
が
、
県
内
他
市
町
村
と

比
較
し
て
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

軽
度
認
定
者
に
対
す
る
転
倒
予
防
や
認
知

症
の
重
度
化
防
止
を
目
的
と
し
た
、
介
護

予
防
の
適
切
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
重

要
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
介
護
ニ
ー
ズ
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
一
方
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

り
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
介
護
人
材
の
確
保

は
一
層
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
人
材
の
参
入
促
進

に
向
け
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
等
の
受

講
者
に
対
す
る
助
成
や
外
国
人
介
護
人
材

を
新
た
に
雇
用
す
る
事
業
者
に
対
す
る
助

成
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
等
に
よ
る
介

護
職
員
の
負
担
軽
減
や
介
護
施
設
の
業
務

の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
実
証
事
業
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 ■
介
護
予
防
事
業
等
の
取
り
組
み
 

庁舎内のデジタルサイネージを活用した周知

保険者
 

自　慢

介護保険課窓口

　　　藤沢マイスター 
　藤沢市では、将来を担う後継者の育成や技能・技術の向上を図るこ
とを目的に、市民生活や産業の発展を支える、優れた技能者・技術者
を「藤沢マイスター」として認定しています。 
　「藤沢マイスター」は、理・美容、フラワーデザイン、菓子製造、ワイ
ン、茶、建築、造園、機械加工、ガラスアート、陶磁器、磁器絵付、内装・
表具といった様々な分野にわたり、その優れた技をたくさんの人に知
っていただくため、セミナーや体験講座などを通して、卓越した技能・技術を披露していただいています。 

●

介
　
　
護
　
●
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①
転
倒
予
防
教
室
 

　「
骨
折
」が
高
齢
者
の
入
院
医
療
費
で
１

位
、外
来
医
療
費
で
２
位
で
あ
る
こ
と
、ま

た
転
倒
に
よ
る
骨
折
が
要
介
護
認
定
者
の

申
請
理
由
の
上
位
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、年
間
を
通
じ
て
市
内
の
公
民
館
を
会

場
と
し
て
運
動
指
導
員
を
派
遣
し
、転
倒

予
防
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
 

　
外
出
機
会
の
創
出
 

　
市
内
の
高
齢
者
で
運
動
が
習
慣
化
さ
れ

て
い
る
人
は
２
人
に
１
人
で
あ
る
こ
と
か

ら
、運
動
意
欲
や
外
出
機
会
の
創
出
を
目

的
と
し
て
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ア
プ
リ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
歩
数
計

の
機
能
と
連
動
し
て
お
り
、１
日
１
回
、撮

っ
た
写
真
を
５
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ
内
で

チ
ャ
ッ
ト
機
能
に
よ
り
共
有
、コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
す
。こ
う
し
た
つ

な
が
り
が
活
動
量
を
上
げ
る
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
な
り
、写
真
を
撮
る
こ
と
で
今
ま

で
と
は
違
っ
た
喜
び
を
感
じ
ら
れ
、結
果

と
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
と
デ
ジ
タ
ル
デ
バ

イ
ド
の
解
消
に
効
果
が
見
ら
れ
ま
す
。３

か
月
間
の
取
組
と
し
て
参
加
者
の
歩
数
が

１
０
０
０
歩
増
加
し
、〝
プ
ラ
ス
10
〞と
い
わ

れ
る
、健
康
寿
命
を
の
ば
す
こ
と
が
で
き

る
身
体
活
動
が
確
認
で
き
ま
し
た
。 

③
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
に
 

　
よ
る
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
 

　
70
歳
以
上
の
希
望
者
に
、施
術
所
で
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
利
用
券
を
配

布
し
て
い
ま
す
。当
市
で
は
、国
保
加
入
者

及
び
後
期
高
齢
者
の
医
療
受
診
率
は
８
割

以
上
で
あ
る
一
方
、健
診
の
受
診
率
は
４

割
に
も
届
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、市
民
の
健

康
管
理
や
フ
レ
イ
ル
予
防
に
対
す
る
普
及

啓
発
の
場
と
し
て
施
術
所
に
フ
レ
イ
ル
チ

ェ
ッ
ク
を
委
託
し
て
い
ま
す
。施
術
所
の

方
に
も
フ
レ
イ
ル
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、健
診
を
受
け
て
い
な

い
可
能
性
の
あ
る
市
民
へ
の
貴
重
な
ア
プ

ロ
ー
チ
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

④
個
別
運
動
サ
ポ
ー
ト
 

　
自
分
の
体
力
に
合
わ
な
い
方
法
で
運
動

を
繰
り
返
し
て
機
能
障
害
を
起
こ
し
た

り
、医
師
に
運
動
を
す
す
め
ら
れ
て
い
る

が
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
う
高
齢
者
の
た
め
に
、運
動
指
導
員

が
個
別
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
２
回
で
１
コ
ー
ス
。１
回

目
は
体
力
測
定
と
健
康
状
態
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、そ
の
人
に
あ
っ
た
方
法
を
指

導
し
ま
す
。そ
の
後
、１
か
月
以
上
の
期
間

を
お
い
て
実
践
し
て
も
ら
い
、取
組
状
況

を
確
認
の
上
、必
要
な
指
導
を
行
い
ま
す
。

他
の
事
業
で
把
握
し
た
対
象
者
の
個
別
相

談
と
し
て
、ハ
イ
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
と

し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。 

⑤
聞
こ
え
の
フ
レ
イ
ル
 

　
加
齢
に
伴
う
難
聴
は
、活
動
意
欲
の
低

下
や
人
と
の
交
流
が
難
し
く
な
り
社
会
性

が
乏
し
く
な
る
な
ど
、認
知
症
が
進
ん
で

し
ま
う
原
因
に
も
な
り
ま
す
。今
後
は
介

護
予
防
の
取
組
の
一
つ
と
し
て
、積
極
的

な
普
及
啓
発
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

国保･介護 
の 

連絡先

●藤沢市ホームページアドレス 
https://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/ 

●（国　保）保険年金課 
TEL  0466-25-1111（内線 3219） 
FAX  0466-50-8413 
      健康づくり課 
TEL  0466-25-1111（内線 7144） 
FAX  0466-50-0668 

●（介　護）介護保険課 
TEL  0466-25-1111（内線 3141） 
FAX  0466-50-8443

体力テスト受診券と受診勧奨はがき スマートフォンを活用した 
外出支援事業
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松
田
町
は
神
奈
川
県
の
西
部
に
位
置

し
、
東
京
か
ら
約
70
㎞
、
東
名
高
速
道
路

や
小
田
急
電
鉄
、
Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
の
駅
が

あ
り
、
国
・
県
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
も

優
れ
、
総
面
積
37
･75
㎢
の
う
ち
、
そ
の

多
く
を
山
間
部
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
 

　
北
は
丹
沢
大
山
国
定
公
園
・
西
丹
沢
山

系
の
懐
に
抱
か
れ
、
南
は
酒
匂
川
流
域
に

広
が
る
足
柄
平
野
が
開
け
て
い
ま
す
。
春

は
桜
、
夏
は
あ
し
が
ら
花
火
大
会
、
秋
は

赤
か
ら
黄
金
色
へ
と
変
化
す
る
コ
キ
ア

と
、
新
宿
駅
か
ら
小
田
急
線
に
乗
り
わ
ず

か
１
時
間
ほ
ど
で
、
四
季
の
色
を
存
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
冬
は

白
く
雪
化
粧
を
し
た
大
き
な
富
士
山
を
望

む
こ
と
が
で
き
、
晴
れ
た
日
は
松
田
山
か

ら
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
雄
大
な
空
の
旅
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
町
で
す
。
 

　
人
口
は
令
和
６
年
１
月
末
日
時
点
で
１

万
２
８
７
人
、
高
齢
化
率
は
令
和
５
年
１

月
時
点
で
34
･４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

    　
町
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
事
業
と

し
て
、
年
間
10
回
の
運
動
教
室
を
２
ク
ラ

ス
実
施
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
 

　
教
室
を
年
齢
で
分
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
に
合
う
強
度
の
運

動
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
使
っ
て
い
る
筋
肉
が
ど
の
部
位
な

の
か
、
そ
の
筋
肉
を
鍛
え
る
意
味
も
伝
え

る
こ
と
で
、
参
加
者
も
納
得
し
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
教

室
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

都心から１時間 
四季の移ろいを 
味わえる町 まつだ 

 
 

松田町　子育て健康課 
保健師　立石　明日香 「松田町」
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運
動
の
必
要
性
を
理
解
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
て
い
ま
す
。
 

　
実
際
に
参
加
者
か
ら
も
「
運
動
を
す
る

理
由
が
よ
く
分
か
っ
た
」
「
家
で
も
実
践

し
や
す
い
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
き
、
日

常
の
中
で
も
継
続
し
て
実
践
で
き
る
運
動

教
室
が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
当
町
で
は
年
に
３
回
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
全

長
５
㎞
の
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

歩
く
「
松
田
町
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
ゆ

っ
た
り
と
会
話
を
し
な
が
ら
歩
く
時
間

が
、
町
民
同
士
の
健
康
へ
の
意
識
を
高
め

る
交
流
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
早
咲
き

の
河
津
桜
を
見
な
が
ら
歩
く
「
さ
く
ら
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
」
は
、
運
動
習
慣
の
獲
得
だ

け
で
な
く
心
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
る
時

間
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
全
年
代
の
方

を
対
象
に
行
う
「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

で
は
、
酒
匂
川
を
横
目
に
さ
わ
や
か
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
多

く
の
町
民
が
参
加
す
る
健
康
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
現
在
抱
え
る
課
題
と
し
て
、
運
動
教
室

へ
の
参
加
者
の
固
定
化
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
運
動
教
室
に
今
ま
で
参
加
し
た
こ
と

が
な
い
方
や
、
よ
り
多
く
の
年
代
の
方
が

参
加
し
た
い
と
思
え
る
事
業
を
構
成
す
る

こ
と
が
、
今
後
の
健
康
づ
く
り
の
要
に
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

    　
当
町
で
は
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
を

目
的
に
、
健
診
未
受
診
者
に
向
け
て
、
ナ
ッ

ジ
理
論
を
活
用
し
た
は
が
き
で
の
受
診
勧

奨
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。令
和
元
年
よ
り
受

診
勧
奨
に
力
を
入
れ
始
め
、
開
始
時
30
％

だ
っ
た
受
診
率
が
、
現
在
で
は
38
･９
％
に

上
昇
し
ま
し
た
。
町
民
に
合
う
受
診
勧
奨

を
行
え
た
こ
と
で
、
受
診
控
え
の
多
か
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
受
診
率
の
向

上
が
続
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
受
診
勧
奨
の
効
果
も
あ
り
、
現
在
も
高

い
受
診
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
基
盤

に
あ
る
の
は
町
民
全
体
の
健
康
意
識
が
高

い
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
特
定

健
診
受
診
率
が
高
い
一
方
、
特
定
保
健
指

導
の
実
施
率
（
終
了
率
）
が
低
い
こ
と
は
課

題
の
１
つ
で
す
。 

　
そ
こ
で
令
和
６
年
度
か
ら
は
個
別
で
の

指
導
だ
け
で
な
く
、
集
団
で
管
理
栄
養
士

や
健
康
運
動
指
導
士
か
ら
指
導
を
受
け
る

機
会
を
作
ろ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
活
用
し
な
が

ら
、
今
ま
で
指
導
を
受
け
て
い
な
か
っ
た

町
民
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
け
る
よ

う
、
実
施
率
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
町
民

が
自
身
の
健
康
状
態
に
意
識
を
向
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
で
す
。 

特
定
健
診
受
診
率
・
特
定
保
健

指
導
終
了
率
の
向
上
に
向
け
て
 



「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
」の
改
定
に
つ
い
て
 

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
健
康
増
進
課
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は
じ
め
に
　
 

 　
本
県
の
保
健
医
療
行
政
に
つ
き
ま
し
て

は
、
日
頃
格
別
の
御
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
さ
て
、
こ
の
度
、「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ

ン
21
（
第
２
次
）」
の
計
画
期
間
が
令
和
６

年
３
月
末
に
満
了
し
た
た
め
、
県
は
、
か
な

が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
を
改
定
し
、
計
画
期

間
を
令
和
６
年
度
か
ら
令
和
17
年
度
ま
で

と
す
る
「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
３

次
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
今
回
は
、
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ

ン
21
（
第
３
次
）
策
定
の
背
景
と
概
要
を
御

紹
介
し
ま
す
。
 

   

         「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
 

         （
第
３
次
）」
策
定
の
背
景
 

 　
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
は
、
健
康
増

進
法
第
８
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
る
都
道

府
県
健
康
増
進
計
画
で
す
。
 

　
同
条
項
で
は
、「
国
民
の
健
康
の
増
進
の

総
合
的
な
推
進
を
図
る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
」通
称「
健
康
日
本
21
」を
勘
案
し
て
、

都
道
府
県
健
康
増
進
計
画
を
定
め
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
が
わ
健

康
プ
ラ
ン
21
は
、
健
康
日
本
21
の
内
容
を

踏
ま
え
つ
つ
、
本
県
に
お
け
る
健
康
課
題

の
解
決
に
資
す
る
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
こ
で
は
、
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21

（
第
３
次
）
策
定
の
背
景
と
な
る
、
か
な
が

わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
２
次
）
の
最
終
評
価

結
果
と
、
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）
に
お
け

る
新
規
要
素
等
を
御
説
明
し
ま
す
。
 

 

⑴
「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21（
第
２
次
）」

最
終
評
価
結
果
 

　
令
和
５
年
３
月
に
実
施
し
た
、
か
な
が

わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
２
次
）
の
最
終
評
価

で
は
、
全
体
目
標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
の
延

伸
」
と
「
健
康
格
差
の
縮
小
」
は
、
い
ず
れ

も
達
成
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

　
ま
た
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
の
年
齢
調

整
死
亡
率
の
減
少
は
目
標
を
達
成
し
た
一

方
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
指
標
（
栄
養
・
食

生
活
、
身
体
活
動
・
運
動
、
飲
酒
等
）
や
、

生
活
習
慣
病
に
関
連
す
る
指
標
（
高
血
圧
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
の
抑
制
等
）
に
改
善

が
認
め
ら
れ
な
い
項
目
が
多
い
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第

３
次
）
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、
全
体
目

標
で
あ
る
「
健
康
寿
命
の
延
伸
」
と
「
健
康

格
差
の
縮
小
」
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
課
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
健
康
寿
命
に

つ
い
て
は
特
に
女
性
の
伸
び
が
悪
か
っ
た

こ
と
、
健
康
格
差
に
つ
い
て
は
平
均
自
立

期
間
（
日
常
生
活
動
作
が
自
立
し
て
い
る

期
間
）
を
地
域
政
策
圏
別
に
算
出
し
て
地

域
毎
の
健
康
状
態
の
差
を
み
て
い
ま
す

が
、
最
も
長
い
地
域
政
策
圏
に
お
け
る
延

び
が
大
き
か
っ
た
結
果
、
格
差
が
広
が
っ

た
こ
と
な
ど
、
背
景
要
因
を
踏
ま
え
、
効
果

的
な
取
組
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
評

価
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
生
活
習
慣
に
関
す
る
指
標
や
、
生

活
習
慣
病
に
関
連
す
る
指
標
に
改
善
が
認

め
ら
れ
な
い
項
目
が
多
く
、
将
来
、
各
疾
病

の
指
標
が
悪
化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た

た
め
、
引
き
続
き
、
多
く
の
関
係
者
が
連
携

し
て
未
病
改
善
の
取
組
を
充
実
さ
せ
て
い

く
と
と
も
に
、
個
々
人
の
背
景
に
応
じ
た

取
組
や
、
自
然
に
健
康
に
な
れ
る
環
境
づ

く
り
等
も
強
化
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

評
価
し
て
い
ま
す
。
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⑵
「
健
康
日
本
21（
第
三
次
）」に
お
け
る
新

規
要
素
等
 

　
国
は
、
計
画
期
間
を
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
17
年
度
ま
で
と
す
る
健
康
日
本
21

（
第
三
次
）
を
令
和
５
年
５
月
に
告
示
し
ま

し
た
。
 

　
健
康
日
本
21
（
第
三
次
）
で
は
、
人
生
１

０
０
年
時
代
を
迎
え
、
社
会
が
多
様
化
す

る
中
で
、
各
人
の
健
康
課
題
も
多
様
化
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、「
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
健
康
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
健
康
寿
命
は
着
実
に
延
伸
し
て

き
た
一
方
、
一
部
の
指
標
が
悪
化
し
て
い

る
な
ど
、
さ
ら
に
生
活
習
慣
の
改
善
を
含

め
、
個
人
の
行
動
と
健
康
状
態
の
改
善
を

促
す
必
要
が
あ
る
た
め
、「
よ
り
実
効
性
を

も
つ
取
組
の
推
進
」
に
重
点
を
置
く
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
健
康
日
本
21
（
第

三
次
）で
は
、「
新
た
な
視
点
」と
し
て
、「
女

性
の
健
康
を
明
記
」、「
自
然
に
健
康
に
な

れ
る
環
境
づ
く
り
」、「
他
計
画
や
施
策
と

の
連
携
も
含
む
目
標
設
定
」、「
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
の
提
示
」
及
び
「
個
人
の
健
康
情

報
の
見
え
る
化
・
利
活
用
に
つ
い
て
記
載

を
具
体
化
」
の
５
点
を
掲
げ
て
取
り
組
む

こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

   

         「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
 

         （
第
３
次
）」
の
概
要
 

 　
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
３
次
）
で

は
、引
き
続
き「
健
康
寿
命
の
延
伸
」と「
健

康
格
差
の
縮
小
」
を
全
体
目
標
に
掲
げ
、
県

民
の
未
病
改
善
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

　
こ
こ
で
は
、
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21

（
第
２
次
）
か
ら
の
主
な
変
更
点
を
御
紹
介

し
ま
す
。
 

 ⑴
個
人
の
行
動
と
健
康
状
態
の
改
善
 

　
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
３
次
）
で

は
、「
個
人
の
行
動
と
健
康
状
態
の
改
善
」

と
し
て
、
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
 

　
特
に
、
新
た
に
「
睡
眠
時
間
が
十
分
に
確

保
で
き
て
い
る
者
の
増
加
」
を
目
標
に
加

え
、
睡
眠
の
質
だ
け
で
な
く
量
に
も
着
目

し
た
こ
と
が
大
き
な
変
更
点
で
す
。
 

 ⑵
社
会
環
境
の
質
の
向
上
 

　
ま
た
、「
社
会
環
境
の
質
の
向
上
」
を
掲

げ
、
健
康
に
関
心
の
薄
い
者
で
あ
っ
て
も
、

無
理
な
く
自
然
に
健
康
に
良
い
行
動
を
取

る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
、
新
た
に
「『
健
康
的
で
持
続
可
能

な
食
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
戦
略
的
イ
ニ

シ
ア
チ
ブ
』
へ
の
参
画
」
や
「
健
康
経
営
に

取
り
組
む
企
業
数
」
を
目
標
に
加
え
た
こ

と
が
大
き
な
変
更
点
で
あ
り
、
未
病
改
善

に
取
り
組
む
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
企
業

や
民
間
団
体
な
ど
、
本
人
を
取
り
巻
く
多

様
な
主
体
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
更
に
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 ⑶
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を
踏
ま
え
た
 

　
健
康
づ
く
り
 

　
さ
ら
に
、「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ

を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
」
と
し
て
、
ラ
イ

フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
（
胎
児
期
か
ら
高

齢
期
に
至
る
ま
で
の
人
の
生
涯
を
経
時
的

に
捉
え
た
健
康
づ
く
り
）
を
採
り
入
れ
る

こ
と
で
、
個
人
の
特
性
や
状
況
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
 

　
特
に
、
新
た
に
「
女
性
」
を
項
目
立
て
し

た
こ
と
が
大
き
な
変
更
点
で
あ
り
、「
骨
粗

鬆
症
検
診
受
診
率
の
向
上
」
を
目
標
に
加
え

る
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
女
性
ホ

ル
モ
ン
が
劇
的
に
変
化
す
る
と
い
う
女
性

の
特
性
を
考
慮
し
た
、
き
め
細
か
な
取
組
を

展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
 

 さ
い
ご
に
 

 　
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
（
第
３
次
）
で

は
、「
社
会
環
境
の
質
の
向
上
」と
し
て
、未

病
改
善
に
取
り
組
む
本
人
だ
け
で
は
な

く
、
本
人
を
取
り
巻
く
方
々
に
期
待
さ
れ

る
役
割
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、「
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
を

踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り
」
と
し
て
、
個
人
の

特
性
や
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
も
求
め
ら
れ
て

い
る
た
め
、
同
プ
ラ
ン
の
推
進
に
当
た
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の
御
協
力
が
重
要

な
も
の
に
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
と

連
携
し
な
が
ら
県
民
の
未
病
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
く
、
よ
り
一
層
の
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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11
月
初
め
、
帝
京
大
学
と
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
の
提
携
30
周
年
を
記
念
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
た
め
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学（
米
国
ボ
ス
ト
ン
市
）を
訪
問
し
ま
し

た
。
日
本
の
コ
ロ
ナ
対
策
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
私
と
し
て

は
、
と
て
も
名
誉
な
機
会
で
あ
る
と
と

も
に
、
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
も
の

で
し
た
。
ま
た
、
今
回
の
訪
問
で
は
、
本

学
の
学
長
・
副
学
長
ご
夫
妻
と
同
行
し

ま
し
た
。お
二
人
に
同
行
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
、実
は
講
演
よ
り
緊
張
し
ま

し
た
。
結
果
、
特
段
問
題
な
く
（
お
そ
ら

く
）、
無
事
に
任
務
は
終
了
し
ま
し
た
。 

 

ボ
ス
ト
ン
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
 

 　
旅
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
い
く
つ
か
あ
る

の
で
す
が
、
そ
の
一
つ
が
ハ
ン
バ
ー
ガ

ー
屋
さ
ん
に
行
っ
た
時
の
こ
と
で
す
。

ラ
ン
チ
は
何
に
し
よ
う
か
と
相
談
し
て

い
る
と
、お
二
人
が
、日
本
で
時
々
食
べ

て
い
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
の
チ
ェ

ー
ン
店
が
あ
る
の
で
、
日
米
で
食
べ
比

べ
て
み
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
一
緒

に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
学
長
た

ち
も
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
る
ん
だ

と
い
う
素
直
な
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
よ
く
あ
る
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
小

さ
な
テ
ー
ブ
ル
で
お
二
人
と
向
き
合
っ

て
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
セ
ッ
ト
を
食
べ
ま

し
た
。向
か
い
の
お
二
人
が
う
れ
し
そ
う

に
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
を
食
べ
、ポ
テ
ト
を
シ

ェ
ア
す
る
の
を
見
て
、こ
ん
な
場
面
は
め

っ
た
に
な
い
と
、ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真

を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
そ
の
写
真
が
と
て
も
い
い
の
で
す
。

う
れ
し
そ
う
に
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
ポ

テ
ト
を
食
べ
て
い
る
様
子
は
、
海
外
に

初
め
て
行
っ
て
、
ど
こ
で
何
を
食
べ
れ

ば
よ
い
の
か
悩
ん
で
、
日
本
で
も
な
じ

み
の
あ
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
に
寄

っ
た
普
通
の
仲
良
し
カ
ッ
プ
ル
み
た
い

で
し
た
。
見
て
い
る
こ
ち
ら
が
ほ
の
ぼ

の
と
、
う
れ
し
く
な
る
よ
う
な
写
真
で

す
。
私
は
、
お
二
人
の
部
下
で
す
の
で
、

例
え
る
な
ら
ば
、
両
親
が
仲
良
く
し
て

ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
カ
ギ
は
上
司
に
あ
り
 

帝
京
大
学
大
学
院
公
衆
衛
生
学
研
究
科
　
福
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吉
治

神奈川のこくほ・かいご●2024 春 11



■略　歴 
　平成 3年熊本大学医学部卒業。平成 10年熊本大学大学院医学研究科修了（社会医学
専攻）。国立医療・病院管理研究所（医療政策研究部）、東京医科歯科大学医学部（公衆
衛生学講座）、国立保健医療科学院（疫学部）を経て、平成 22年に山口大学医学部地域
医療学講座教授に就任。平成 27年から帝京大学大学院公衆衛生学研究科教授、平成
30年には同研究科長。 

■ 専門分野 
　公衆衛生全般。特に健康増進・健康づくり政策・健康教育、社会疫学（健康の社会格
差、健康の社会的決定要因）、地域医療・保健・産業保健など。近年では行動経済学
で用いられる「ナッジ理論」に基づいて公衆衛生施策を指導。 

■学会・委員 
　国民健康保険中央会　国保・後期高齢者ヘルスサポート事業運営委員会 
　国民健康保険団体連合会　保健事業支援・評価委員会委員（東京都・埼玉県）など 
■主な著書 
　「ナッジを応用した健康づくりガイドブック」共著  
　 2023 年　帝京大学大学院公衆衛生学研究科 
　「新型コロナウイルス感染症（COVID-19）からの教訓―これまでの検証と今後への提言」共著 
　 2021 年　大修館書店 
　「健康行動理論による研究と実践」共著　2019 年　医学書院 
                                                                                                    他論文多数 

福田吉治 ふくだ よしはる 

■プロフィール 
出身地：大分県 
・帝京大学大学院 公衆衛生学
研究科 研究科長・教授 
・帝京大学産業環境保健学センター 
　センター長

い
る
姿
を
見
て
、
安
心
す
る
子
供
み
た

い
な
気
持
ち
、
と
言
え
ば
わ
か
り
や
す

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は
 

 　
近
年
、〝
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン

ト
〞
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

「
仕
事
か
ら
活
力
を
得
て
い
き
い
き
と

し
て
い
る
」（
活
力
）、「
仕
事
に
誇
り
と

や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
」
 （
熱
意
）、

「
仕
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
」

（
没
頭
）
の
３
つ
が
揃
っ
た
状
態
の
こ
と

を
言
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ

ン
ト
に
影
響
を
及
ぼ
す
要
因
、
あ
る
い

は
高
め
る
要
因
は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、
職
場
環
境
や
上
司
と
の
関
係
性
が

重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
会
社
な
ど
で
、
上
司
が
い
つ
も
不
機

嫌
な
顔
を
し
て
い
る
と
か
、
上
層
部
の

仲
が
良
く
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。そ
う
い
う
場
合
、部
下
は
や
る
気
を

な
く
し
て
し
ま
っ
た
り
、
不
安
に
な
っ

た
り
し
が
ち
で
す
。逆
に
、上
司
が
笑
顔

で
、
仲
良
く
し
て
い
る
と
、
そ
れ
だ
け

で
、職
場
環
境
が
明
る
く
な
り
、心
理
的

な
安
全
性
も
高
ま
り
ま
す
。
部
下
は
安

心
し
て
、や
る
気
を
も
っ
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
ワ
ー
ク
エ
ン

ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
ま
る
わ
け
で
す
。 

 笑
顔
の
重
要
性
 

 　
私
を
含
め
て
、
上
司
や
管
理
職
に
は

少
な
か
ら
ず
辛
い
こ
と
や
大
変
な
こ
と

が
あ
る
わ
け
で
、つ
い
、笑
顔
を
忘
れ
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
い
つ
も
と

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
で
き
る
だ
け
笑
顔

で
、そ
し
て
、み
ん
な
と
仲
良
く
や
っ
て

い
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。辛
い
時
は
、ボ

ス
ト
ン
で
の
お
二
人
の
写
真
を
眺
め

て
、
安
心
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

笑
顔
の
重
要
性
は
、
上
司
や
管
理
職
だ

け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
当
て
は

ま
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
み
な
さ

ん
に
も
お
見
せ
し
た
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
お
許
し
は
出
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
、

想
像
に
お
任
せ
し
ま
す
。
同
じ
気
持
ち

に
な
り
た
い
方
は
、
上
司
と
一
緒
に
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
屋
さ
ん
に
で
も
行
っ
て
み

る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

記
事
提
供
　
社
会
保
険
出
版
社
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令和５年度  
国保中央会派遣職員の実施報告

国　保 
連合会

国　保 
中央会

谷口　真啓（在職年数：23年） 
　・国保連合会での前所属課：総務部　総務課 
　・国保中央会での所属課　：審査部　審査企画課 

　　審査部　審査業務課（併任）

　令和 4年 4月より国保中央会へ派遣され、審査企
画課と審査業務課の 2課に従事いたしました。 
　審査企画課では、令和 3年 3月に厚生労働省、支
払基金、国保中央会（連合会）の 3者連名で公表し
た「審査支払機能に関する改革工程表（審査結果の
不合理な差異の解消に向けた工程表）」で示されて
いる両審査支払機関の審査基準の全国統一化に向
けた取組として、主に約 18,000 項目ある国保の審
査基準の重複や整合性の整理をはじめ、統一基準項
目を確定させるまでの一連の業務を担いました。 
　また、支払基金の審査基準が、国保の審査基準と
の間で差異が生じていないか検証する作業も合わ
せて行い、両審査支払機関共通の審査基準の作成に
向けた取組も進めてきました。 
　これらの業務の多くは、全国の審査委員会会長を
はじめ、審査担当課職員や支払基金本部と横断的に

取り組むことが求められ、様々な調整に行き詰まる
こともありましたが、他連合会等と協同で進められ
たことは、普段の連合会では体験できない貴重な経
験であったと感じております。 
　一方、審査業務課では、特別審査対象レセプトの
事務共助に携わりました。 
　連合会で扱うレセプトとは違い、見慣れない術式
や高額な特定保険医療材料、薬剤などで形成された
濃厚な診療内容の点検のため、処理にも多くの時間
を費やしましたが、手術記録や画像所見等の医療情
報を用いた点検手法や、専門的な医学的知識を習得
できたことから、こちらも貴重な経験であったと感
じております。 
　２年間と短い期間でありましたが、２つの課で得
た経験を活かし、今後の連合会業務に役立てられる
よう業務に取り組んでいきたいと考えます。 

刑部　侑紀江（在職年数：9年） 
　・国保連合会での前所属課：総務部　総務課 
　・国保中央会での所属課　：医療保険部　共同処理業務課

　令和３年４月より３年間国保中央会へ派遣さ
れました。 
　１年目は国保総合システムの保険者サービス
系（給付）の設計・開発等を担当している係にて、
オンライン資格確認等システムの稼働対応や機
能改善対応などをおこなっていました。 
　２～３年目は国保情報集約システムの設計・
開発等を担当している係にて、機能改善対応やマ
イナンバーカードと被保険者証の一体化対応な
どをおこなっておりました。 
　係が変わったことにより仕事の進め方が違う
ことに戸惑うことも多くありましたが、周囲に助
けてもらいながら業務に従事しておりました。 

　国保総合システムの保険者サービス系、国保情
報集約システムともに、連合会に在籍中から業務
にかかわっていたため、知識は多少ある状態で中
央会に派遣されましたが、この３年間でさらに業
務やシステムに対する知識を深めることができ
たと感じております。 
　４月からの連合会業務において、３年間の中央
会派遣で経験したことを活用できるように精進
していきたいと思います。





神奈川のこくほ・かいご●2024 春 15

国保連発信

― 令和６年度事業実施計画・各会計予算について ― 
　２月29日（木）、神奈川県国保会館にて通常総会を開催し、令和６年度事業実施計画
並びに各会計予算等について審議が行われた。 
　専決処分の報告５件、議決事項36件について審議され、すべて事務局原案どおり可決
承認された。 

１
　報
告
事
項
 

 
専
決
処
分
の
報
告
 

報
告
第
１
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
普
通
交
付
金
収
納
等
事
務
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

報
告
第
２
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
給
与
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
 

報
告
第
３
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
服
務
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
 

報
告
第
４
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

報
告
第
５
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（
Ｋ
Ｄ
Ｂ
）

シ
ス
テ
ム
の
運
用
等
に
関
す
る
規
則
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
 

 ２
　議
決
事
項
 

 
議
案
第
１
号
：
神
奈
川
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
 

議
案
第
２
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正（
第
２
次
） 

議
案
第
３
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正（
第
３
次
） 

議
案
第
４
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
５
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会

計
予
算
補
正
 

議
案
第
６
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬

等
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
７
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予

算
補
正（
第
２
次
） 

議
案
第
８
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予

算
補
正（
第
３
次
） 

議
案
第
９
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
障
害
介
護
給
付
費
・
障
害

児
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
10
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
11
号
：
令
和
５
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為
損
害

賠
償
支
払
勘
定
特
別
会
計
予
算
補
正
 

議
案
第
12
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
事
業
実
施
計
画
 

議
案
第
13
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
一
般
会
計
予
算
 

議
案
第
14
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
15
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払（
国
民
健
康
保
険
診
療
報
酬
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
16
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る
診
療
報
酬
支

払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
17
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支

払（
出
産
育
児
一
時
金
等
に
関
す
る
支
払
勘

定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
18
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
診
療
報
酬
審
査
支
払

（
抗
体
検
査
等
費
用
に
関
す
る
支
払
勘
定
）

特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
19
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

関
係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
20
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務（
後
期
高
齢
者
医
療
診
療
報

酬
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
21
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
後
期
高
齢
者
医
療

事
業
関
係
業
務（
公
費
負
担
医
療
に
関
す
る

診
療
報
酬
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
22
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
23
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関

係
業
務（
介
護
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会

計
予
算
  

議
案
第
24
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
介
護
保
険
事
業
関
係

業
務（
公
費
負
担
医
療
等
に
関
す
る
報
酬
等

支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
25
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援
法
関

係
業
務
等（
業
務
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
26
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
障
害
者
総
合
支
援

法
関
係
業
務
等（
障
害
介
護
給
付
費
・
障
害

児
給
付
費
支
払
勘
定
）特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
27
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
特
定
健
康
診
査
・
特

定
保
健
指
導
等
事
業
特
別
会
計
予
算
 

内野理事長
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Ⅰ
重
点
事
項
 

１
診
療
報
酬
等
に
お
け
る
審
査
業
務
の
充

実
・
強
化
等
に
向
け
た
取
組
 

２
審
査
支
払
機
能
に
関
す
る
改
革
工
程
表
等

に
基
づ
く
取
組
 

３
国
保
制
度
の
安
定
的
・
効
率
的
な
運
営
に

向
け
た
支
援
の
取
組
 

４
高
齢
者
医
療
に
係
る
各
受
託
業
務
の
円
滑

な
実
施
 

５
医
療
費
適
正
化
の
推
進
等
、
保
険
者
支
援

の
充
実
・
強
化
の
取
組
 

６
介
護
保
険
及
び
障
害
者
総
合
支
援
に
係
る

各
業
務
の
円
滑
な
実
施
 

７
他
分
野
に
わ
た
る
業
務
支
援
の
要
請
に
向

け
た
取
組
 

８
経
費
削
減
の
推
進
や
財
源
確
保
の
取
組
及

び
適
正
な
会
計
事
務
の
遂
行
 

９
定
年
引
上
げ
制
度
の
適
正
な
運
用
と
効
率

的
か
つ
計
画
的
な
組
織
体
制
の
整
備
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情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
と
危
機
管
理
対

策
の
推
進
 

 Ⅱ
　事
業
内
容
 

１
　
診
療
報
酬
等（
国
保
、後
期
高
齢
者
医
療
、公
費

負
担
医
療
）審
査
支
払
業
務
の
円
滑
な
遂
行
 

２
　
共
同
処
理
事
業
の
効
率
的
・
効
果
的
な
推
進
 

３
　
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
 

４
　
障
害
者
総
合
支
援
に
係
る
事
業
の
円
滑
な
運
営
 

５
　
神
奈
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行

う
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
に
対
す
る
支
援
 

６
　
保
険
者
等
が
行
う
保
健
事
業
に
対
す
る
支
援
等
 

７
　
国
保
・
介
護
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
を
支
え

る
各
種
事
業
 

８
　
各
種
会
議
の
開
催
 

９
　
業
務
の
見
直
し
の
推
進
及
び
公
正
な
執
行
の

確
保
 

10
　
各
種
会
議
等
へ
の
参
加
 

令
和
６
年
度
事
業
実
施
計
画

議
案
第
28
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
第
三
者
行
為
損
害

賠
償
支
払
勘
定
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
29
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当
積

立
金
特
別
会
計
予
算
 

議
案
第
30
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
職
員
退
職
手
当
積
立
金

の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
 

議
案
第
31
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
国
保
会
館
建
設
資

金
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
 

議
案
第
32
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
財
政
調
整
基
金
積

立
資
産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
 

令和６年度神奈川県国民健康保険団体連合会会計予算額
会　　計　　名 令和６年度 令和５年度 比較増減（千円）　 対前年度比率（％） 予算額（千円） 予算額（千円）  

１．一般会計 

診療報酬審査支払特別会計  

２．業務勘定 

３．国民健康保険診療報酬支払勘定 

４．公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 

５．出産育児一時金等に関する支払勘定 

６. 抗体検査等費用に関する支払勘定 

後期高齢者医療事業関係業務特別会計  

７. 業務勘定 

８. 後期高齢者医療診療報酬支払勘定 

９. 公費負担医療に関する診療報酬支払勘定 

介護保険事業関係業務特別会計  

10. 業務勘定 

11. 介護給付費支払勘定 

12. 公費負担医療等に関する報酬等支払勘定 

障害者総合支援法関係業務等特別会計  

13. 業務勘定 

14. 障害介護給付費・障害児給付費支払勘定 

15, 特定健康診査・特定保健指導等事業特別会計 

16. 第三者行為損害賠償支払勘定特別会計 

17. 職員退職手当積立金特別会計 

　　　　　　　合　　　　　計

1,132,218 923,888 208,330 22.55 
 

5,765,035 7,092,963 △ 1,327,928 △ 18.72 
610,003,616 613,343,253 △ 3,339,637 △ 0.54 
35,280,890 34,630,574 650,316 1.88 
3,300,275 3,625,274 △ 324,999 △ 8.96 
354,810 911,430 △ 556,620 △ 61.07 

 
4,690,205 4,770,361 △ 80,156 △ 1.68 

1,180,656,575 1,124,645,507 56,011,068 4.98 
5,546,363 6,737,411 △ 1,191,048 △ 17.68 

 
4,056,446 4,059,361 △ 2,915 △ 0.07 

818,587,779 734,540,674 84,047,105 11.44 
10,952,629 9,713,959 1,238,670 △ 12.75 

 
526,670 586,820 △ 60,150 △ 10.25 

308,019,269 267,314,940 40,704,329 15.23 
7,005,590 7,005,458 132 0.00 
1,579,303 1,615,203 △ 35,900 △ 2.22 
285,083 258,254 26,829 10.39 

2,997,742,756 2,821,775,330 175,967,426 6.24

議
案
第
33
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
減
価
償
却
引
当
資

産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
 

議
案
第
34
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
電
算
処
理
シ
ス
テ

ム
導
入
作
業
経
費
積
立
資
産
の
取
り
崩
し

に
つ
い
て
 

議
案
第
35
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活
用
し
た

審
査
支
払
業
務
等
の
高
度
化
・
効
率
化
の
た

め
の
積
立
資
産
の
取
り
崩
し
に
つ
い
て
 

議
案
第
36
号
：
令
和
６
年
度
神
奈
川
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
歳
計
現
預
金
預
入

先
金
融
機
関
に
つ
い
て
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診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

 【保険者別１人当たり費用額（一般＋退職）】  ※ 1 人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。

《11月診療分》（一般＋退職）

《12月診療分》（一般＋退職）

《1月診療分》（一般＋退職）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 26,697 409,632 18,202,937,620 681,835 10,687 1.57 
入院外 1,208,325 1,748,028 19,433,154,960 16,083 11,410 70.94 
歯　科 293,135 462,495 3,791,408,230 12,934 2,226 17.21 

1,703,218
小　　　計 1,528,157 2,620,155 41,427,500,810 27,109 24,323 89.72 
調　　　剤 906,162 1,016,083 10,559,663,780 11,653 6,200  
訪 問 看 護 9,772 69,106 841,160,185 86,079 494  
食事療養費 25,336 1,034,462 704,751,234 27,816 414  
合　　　計 2,444,091 2,689,261 53,533,076,009 21,903 31,431

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 27,607 414,065 18,445,119,750 668,132 10,776 1.61 
入院外 1,273,157 1,884,016 20,155,532,990 15,831 11,776 74.38 
歯　科 312,668 496,483 4,149,726,550 13,272 2,424 18.27 

1,711,636
小　　　計 1,613,432 2,794,564 42,750,379,290 26,497 24,976 94.26 
調　　　剤 963,583 1,155,811 11,461,216,110 11,894 6,696  
訪 問 看 護 9,710 70,299 848,715,120 87,406 496  
食事療養費 26,210 1,074,799 711,461,959 27,145 416  
合　　　計 2,586,725 2,864,863 55,771,772,479 21,561 32,584

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 28,084 405,393 18,310,925,740 652,006 10,637 1.63 
入院外 1,223,768 1,818,575 19,814,183,370 16,191 11,510 71.09 
歯　科 301,881 488,270 4,049,571,470 13,414 2,352 17.54 

1,721,498
小　　　計 1,553,733 2,712,238 42,174,680,580 27,144 24,499 90.25 
調　　　剤 909,956 1,056,801 10,523,212,060 11,565 6,113  
訪 問 看 護 9,955 71,470 858,140,905 86,202 498  
食事療養費 26,511 1,049,572 694,351,035 26,191 403  
合　　　計 2,473,644 2,783,708 54,250,384,580 21,931 31,513

診
療
費

１人当たり費用額（円）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

45,000

40,000

35,000

30,000

25,000

20,000

15,000

10,000

5,000

0

11 月診療分 12月診療分 1月診療分

受診率（％）

食
品
衛
生
国
保

歯
科
医
師
国
保

医
師
国
保

清
川
村

愛
川
町

湯
河
原
町

真
鶴
町

箱
根
町

開
成
町

山
北
町

松
田
町

大
井
町

中
井
町

二
宮
町

大
磯
町

寒
川
町

葉
山
町

綾
瀬
市

南
足
柄
市

座
間
市

海
老
名
市

伊
勢
原
市

大
和
市

厚
木
市

秦
野
市

三
浦
市

逗
子
市

茅
ヶ
崎
市

小
田
原
市

藤
沢
市

鎌
倉
市

平
塚
市

横
須
賀
市

相
模
原
市

川
崎
市

横
浜
市

建
設
連
合
国
保

建
設
業
国
保

薬
剤
師
国
保

100.00

60.00

80.00

90.00

50.00

70.00

11 月診療分 12月診療分 1月診療分

国保連発信

神奈川のこくほ・かいご●2024 春

 【保険者別受診率（一般＋退職）】※受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数
を当該月末の被保険者数で除したものである。
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診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

介護給付費の状況

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 435,402 20,322,385,118 17,924,890,613 1,886,096,456 511,398,049 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,813 2,147,563,513 1,818,920,066 313,738,783 14,904,664 
居 宅 療 養 管 理 指 導 206,912 1,738,277,930 1,527,779,512 163,761,930 46,736,488 
地域密着型サービス 71,967 10,597,614,698 9,373,396,240 1,024,012,937 200,205,521 
特定施設入居者生活介護 26,254 6,191,266,555 5,377,097,140 787,267,206 26,902,209 
居　宅　介　護　支　援 236,386 3,276,307,273 3,276,307,272 0 27,519,836 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,996 20,991,968,366 17,689,752,745 3,141,470,489 160,745,132 
市 町 村 特 別 給 付 74 381,210 343,089 38,121 0 
　　　合　　　計 1,054,804 65,265,764,663 56,988,486,677 7,316,385,922 988,411,899 

介護給付費統計 （令和５年11月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 438,117 20,222,023,990 17,835,757,330 1,891,567,779 494,698,881 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,878 2,119,137,455 1,795,129,995 312,337,332 11,670,128 
居 宅 療 養 管 理 指 導 208,306 1,742,197,500 1,531,025,714 163,006,046 48,165,740 
地域密着型サービス 72,527 10,476,241,370 9,266,288,123 1,010,414,247 199,539,000 
特定施設入居者生活介護 26,067 5,960,155,876 5,176,462,972 758,343,785 25,349,119 
居　宅　介　護　支　援 237,722 3,297,543,379 3,297,543,379 0 28,311,667 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,675 20,220,587,570 17,030,699,567 3,040,421,658 149,466,345  
市 町 村 特 別 給 付 74 438,200 394,380 43,820 0 
　　　合　　　計 1,060,366 64,038,325,340 55,933,301,460 7,176,134,667 957,200,880 

（令和５年12月審査分）

種　　類 件　　数（件） 費 用 額 （円） 介護給付費 （円） 利用者負担額（円） 公費負担額 （円） 
訪 問 通 所 サ ー ビ ス 440,988 20,264,756,481 17,873,996,119 1,885,915,005 504,845,357 
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,878 2,142,985,069 1,815,379,573 313,070,814 14,534,682 
居 宅 療 養 管 理 指 導 206,527 1,736,798,390 1,526,490,500 162,504,982 47,802,908 
地域密着型サービス 72,872 10,575,954,726 9,356,002,359 1,019,776,127 200,176,240 
特定施設入居者生活介護 26,437 6,226,930,796 5,408,716,229 792,573,087 25,641,480 
居　宅　介　護　支　援 238,892 3,304,537,444 3,304,537,444 0 27,825,412 
施　設　サ　ー　ビ　ス 57,871 20,916,709,414 17,622,052,806 3,137,808,598 156,848,010 
市 町 村 特 別 給 付 58 377,290 339,561 37,729 0 
　　　合　　　計 1,063,523 65,169,049,610 56,907,514,591 7,311,686,342 977,674,089 

（令和６年１月審査分）

※件数の合計に食事療養費は含まない　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 62,855 952,973 41,307,447,720 657,186 32,090 4.88 
入院外 1,669,651 2,713,773 29,584,962,840 17,719 22,983 129.71 
歯　科 336,208 572,194 4,733,826,190 14,080 3,677 26.12 

1,287,244
小　　　計 2,068,714 4,238,940 75,526,236,750 36,509 58,673 160.71 
調　　　剤 1,288,614 1,574,794 16,278,839,340 12,633 12,646  
訪 問 看 護 10,434 101,310 1,412,508,625 135,376 1,097  
食事療養費 58,691 2,274,476 1,544,629,332 26,318 1,200  
合　　　計 3,367,762 4,340,250 94,762,214,047 28,138 73,616

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 63,844 987,760 42,284,739,770 662,313 32,811 4.95 
入院外 1,729,075 2,804,486 30,045,874,340 17,377 23,314 134.17 
歯　科 347,896 587,384 4,863,711,520 13,980 3,774 27.00 

1,288,736
小　　　計 2,140,815 4,379,630 77,194,325,630 36,058 59,899 166.12 
調　　　剤 1,357,987 1,668,169 17,785,394,670 13,097 13,801  
訪 問 看 護 10,950 106,567 1,491,681,035 136,227 1,157  
食事療養費 59,513 2,357,975 1,602,416,682 26,925 1,243  
合　　　計 3,509,752 4,486,197 98,073,818,017 27,943 76,101

診
療
費

被保険者数 区　　分 件　　数 日　　数 費 用 額 1件当たり費用額 1人当たり費用額 受 診 率 
　　　　　　 人 　　　　　　　　　 件 　　　　　　　　　 日 　　　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　　円 　　　　 ％ 

入　院 62,905 1,014,450 43,615,017,910 693,347 33,650 4.85 
入院外 1,657,190 2,633,378 29,503,614,950 17,803 22,763 127.86 
歯　科 330,021 546,738 4,418,581,630 13,389 3,409 25.46 

1,296,138
小　　　計 2,050,116 4,194,566 77,537,214,490 37,821 59,822 158.17 
調　　　剤 1,289,744 1,551,263 16,458,717,780 12,761 12,698  
訪 問 看 護 10,349 99,120 1,400,247,615 135,303 1,080  
食事療養費 58,499 2,431,483 1,650,714,493 28,218 1,274  
合　　　計 3,350,209 4,293,686 97,046,894,378 28,967 74,874

診
療
費

《11月診療分》

《12月診療分》

《1月診療分》

国保連発信
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９
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

17
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
24
日
）

  　（
国
保
会
館
） 

22
日
　
広
報
委
員
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
） 

23
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

23
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

26
日
　
診
療
施
設
運
営
連
絡
協
議
会
・
診
療
施
設
部
会

（
国
保
会
館
） 

30
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

  ５
日
　
運
営
協
議
会

（
国
保
会
館
） 

６
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

13
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）　
 

14
日
　
神
奈
川
県
在
宅
保
健
師
会「
い
ち
ょ
う
の
会
」役
員
会

（
国
保
会
館
） 

16
日
　
理
事
会

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
23
日
）

　
　
　
　（
国
保
会
館
） 

19
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

１月２月

1/２2　広報委員会

１/26　診療施設運営連絡協議会・診療施設部会２/５　運営協議会
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20
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

27
日
　
保
険
者
事
務
電
算
共
同
処
理
委
員
会

（
書
面
開
催
） 

27
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

29
日
　
通
常
総
会

（
国
保
会
館
） 

  ５
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

６
日
　
都
市
部
会

（
書
面
開
催
） 

７
日
　
町
村
部
会

（
書
面
開
催
） 

12
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

13
日
　
組
合
部
会

（
国
保
会
館
） 

18
日
　
柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

19
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

20
日
　
診
療
報
酬
審
査
委
員
会（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
） 

21
日
　
介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
） 

26
日
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

３月

３/13　組合部会

２/29　通常総会 ２/16　理事会
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メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
関
わ

る
高
血
圧
・
脂
質
異
常
症
・
高
血
糖
・
内

臓
脂
肪
の
蓄
積
・
脂
肪
肝
に
は
、
お
酒
の

飲
み
す
ぎ
が
関
与
し
て
い
る
場
合
が
多
数

見
ら
れ
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
「
健
康
日
本

21
（
第
二
次
）」
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
の
高
い
飲
酒
量
と
し
て
、
男
性
１
日

平
均
40
ｇ
以
上
、
女
性
20
g
以
上
と
し
、
そ

の
よ
う
な
飲
酒
者
を
減
ら
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
一
般
的
に
、
週
に
２

日
間
程
度
の
休
肝
日
を
入
れ
る
こ
と
も
推

奨
さ
れ
ま
す
。
 

 

１
．
は
じ
め
に
 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

内
臓
肥
満
（
内
臓
に
脂
肪
が
た
ま
っ
た
）
の

状
態
（
基
準
は
腹
囲
が
男
性
は
85
㎝
女
性

は
90
㎝
以
上
）
か
つ
、
高
血
圧
（
１
３
０
／

85
㎜
Hg
以
上
）・
脂
質
異
常
症
（
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
40
㎎
／
dL
未
満
か
つ
／

ま
た
は
中
性
脂
肪
が
１
５
０
㎎
／
dL
以

上
）・
高
血
糖
（
空
腹
時
血
糖
が
１
１
０

㎎
／
dL
以
上
）
の
３
つ
の
項
目
の
う
ち
、
２

つ
以
上
が
当
て
は
ま
る
場
合
を
い
い
ま
す

（「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断

基
準
」
参
照
）。
な
ぜ
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
を
問
題
に
す
る
か
と
い
う
と
、

こ
の
状
態
で
は
き
わ
め
て
動
脈
硬
化
を
き

た
し
や
す
く
、
心
臓
・
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞

や
心
筋
梗
塞
な
ど
）
の
重
大
な
病
気
に
な

る
危
険
性
が
大
き
い
か
ら
で
す
。
 

 ２
．
ア
ル
コ
ー
ル
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
物
質
 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
要
素

で
あ
る
肥
満
症
・
高
血
圧
症
・
脂
質
異
常

症
・
高
血
糖
（
糖
尿
病
）
は
生
活
習
慣
病
と

い
わ
れ
、
こ
の
４
つ
の
生
活
習
慣
病
の
い
ず

れ
に
も
飲
酒
が
影
響
し
ま
す
。糖
質
ゼ
ロ
を

売
り
と
し
た
飲
料
が
人
気
で
す
が
、
ア
ル

ア
ル
コ
ー
ル
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
部
部
長
 

　
横
山
　
顕

健康のはなし 

コ
ー
ル
自
体
が
１
ｇ
で
７
ｋ
㎈
の
高
カ
ロ

リ
ー
物
質
で
す
。
９
％
の
缶
チ
ュ
ー
ハ
イ

５
０
０
㎖
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
だ
け
で
２
５

０
ｋ
㎈
に
な
り
ま
す
。ち
な
み
に
炭
水
化
物

は
１
ｇ
で
４
ｋ
㎈
、
脂
肪
は
９
ｋ
㎈
で
す
。
 

　
ア
ル
コ
ー
ル
は
酢
酸
か
ら
ア
セ
チ
ル
Ｃ

ｏ
Ａ
に
な
り
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
脂

肪
酸
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
合
成
に
も
使
わ

れ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
に
は
ア

ル
コ
ー
ル
自
体
か
ら
作
ら
れ
た
中
性
脂
肪

も
含
ま
れ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
産
生
し
て
い
る
間
は
、
ほ
か
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Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
な
ど
で
飲
酒
状
況
の
評
価
を

行
い
、
飲
酒
量
を
減
ら
す
簡
単
な
介
入
の

実
施
や
、
専
門
医
に
紹
介
す
べ
き
か
ど
う

か
等
を
検
討
し
ま
す
。
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
と
は
、

A
lcohol U
se D
isorders Identification 

T
est（
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
特
定
テ
ス

ト
、
通
称
オ
ー
デ
ィ
ッ
ト
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）
と

い
う
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
作
成
し
た
問
診
票
で
、
８
･

14
点
が
危
険
な
飲
酒
、
15
点
以
上
が
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
疑
い
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 ｅ
┃

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
 

https://w
w
w
.e-healthnet.m
hlw
.go.jp/ 

inform
ation/alcohol/a-01-005.htm
l
 

厚
生
労
働
省（
２
０
２
２
）

の
脂
肪
な
ど
の
栄
養
素
は
使
わ
ず
に
蓄
積

さ
れ
る
た
め
、
多
量
飲
酒
者
で
ビ
ー
ル
腹

に
な
る
人
が
い
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。
 

　
多
量
に
飲
酒
す
る
男
性
で
、
１
Ｂ
型
ア

ル
コ
ー
ル
脱
水
素
酵
素
の
働
き
が
弱
い
遺

伝
体
質
だ
と
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
長
時
間
体

内
に
残
り
、
お
酒
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ゆ
っ

く
り
消
費
す
る
た
め
、
よ
り
脂
肪
肝
や
ビ

ー
ル
腹
に
な
り
や
す
い
こ
と
も
知
ら
れ
て

お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
酵
素
の
遺
伝
子

型
も
影
響
し
ま
す
。
肥
満
は
お
酒
自
体
の

カ
ロ
リ
ー
だ
け
で
な
く
、
つ
ま
み
が
脂
っ

こ
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

よ
っ
て
食
欲
が
亢
進
し
た
り
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
も
起
こ
り
ま
す
。
 

 ３
．
ア
ル
コ
ー
ル
と
生
活
習
慣
病
 

　
飲
酒
は
少
量
か
ら
血
圧
を
上
昇
さ
せ
、

量
が
多
く
な
る
ほ
ど
血
圧
上
昇
が
起
こ
り

や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
飲
酒
量
の
増
加
と
と
も
に
脳
出
血

の
リ
ス
ク
が
上
昇
し
ま
す
。
 

　
脂
質
異
常
症
と
の
関
連
で
は
、飲
酒
に

よ
り
中
性
脂
肪
が
増
加
す
る
こ
と
が
よ
く

見
ら
れ
る
現
象
で
す
。そ
の
一
方
で
、動
脈

硬
化
を
抑
制
す
る
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
も
飲
酒
で
増
加
す
る
人
が
多
く
、一
般

的
に
中
性
脂
肪
と
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
は
片
方
が
高
い
と
も
う
片
方
が
低
く
な

る
と
い
う
シ
ー
ソ
ー
の
関
係
が
あ
る
の

で
、ど
ち
ら
が
よ
り
強
く
起
き
る
か
は
飲

酒
量
に
加
え
て
、遺
伝
的
な
個
体
差
も
あ

り
ま
す
。 

　
糖
尿
病
は
少
量
飲
酒
で
発
症
リ
ス
ク
が

少
し
低
く
、
多
量
飲
酒
で
リ
ス
ク
が
上
昇

す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
カ
ロ
リ
ー
オ
ー

バ
ー
だ
け
で
な
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
臓

病
あ
る
い
は
す
い
臓
（
膵
臓
）
の
ダ
メ
ー
ジ

で
も
糖
尿
病
が
発
症
・
増
悪
し
ま
す
。
多

量
飲
酒
者
で
は
、
食
事
療
法
・
運
動
療
法

と
も
に
お
ろ
そ
か
に
な
り
や
す
く
、
糖
尿

病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
も
不
良
に
な
り
や
す

い
の
が
一
般
的
で
す
。
 

 ４
．
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
で
の
 

　
　
飲
酒
指
導
 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
考
え

方
を
活
用
し
た
生
活
習
慣
病
対
策
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
標
準
的
な
健
診
・
保
健
指

導
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
に
、
飲
酒
指
導
も

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
飲
酒
者
に
対
し
て
は
、







● 伝 ● 言 ● 板 ●

令和６年度標語 
『受けよう特定健診 健康づくりのスタートライン！』
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　「
マ
ニ
ュ
ア
ル
ト
ラ
ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
Ｍ
Ｔ
）」と

は
、自
動
車
の
変
速
機
の
こ
と
で
、略
し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
呼
ば
れ
た
り
し
ま
す
。
平
成
の
初
め
頃
ま
で
は
運
転

免
許
取
得
に
必
須
で
し
た
の
で
、
教
習
所
で
そ
の
操
作

に
苦
労
し
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。 

　
私
は
運
転
免
許
取
得
か
ら
33
年
経
ち
ま
し
た
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
間
Ｍ
Ｔ
車
を
運
転
し
て
き
ま
し
た
。　

私
が
若
い
頃
は
Ｍ
Ｔ
派
の
人
は
周
り
に
結
構
い
ま
し
た

が
、近
頃
そ
の
よ
う
な
人
は
ま
ず
い
ま
せ
ん
。今
や
新
車

に
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
１
％
程
度
、
自
動
車
の
電
動

化
、自
動
運
転
化
が
進
ん
で
い
け
ば
、い
ず
れ
消
滅
し
て

し
ま
う
技
術
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
私
も
７
年
前
に
Ｍ
Ｔ
車
を
一
度
手
放
し
た
時
は
、
も

う
Ｍ
Ｔ
車
の
運
転
を
す
る
こ
と
も
な
い
だ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
し
た
が
、
時
が
経
つ
に
つ
れ
あ
の
操
作
感
が
恋

し
く
な
り
、
中
古
の
４
ド
ア
セ
ダ
ン
を
探
し
出
し
て
再

び
乗
り
始
め
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
の
２
０
２

０
年
で
し
た
。 

　
同
乗
者
の
頭
が
揺
れ
な
い
よ
う
慎
重
に
ク
ラ
ッ
チ
を

繋
ぎ
、１
速
↓
２
速
↓
３
速
と
加
速
、ハ
ン
ド
ル
や
シ
フ

ト
レ
バ
ー
、
各
ペ
ダ
ル
を
自
分
の
意
志
で
操
る
気
持
ち

よ
さ
を
久
し
振
り
に
味
わ
う
と
、
や
っ
ぱ
り
私
に
と
っ

て
は
オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
で
は
な
く
、
Ｍ
Ｔ
の
方
が
楽
し

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。 

　
先
日
、友
人
の
車
に
同
乗
す
る
機
会
が
あ
り
、自
動
的

に
駐
車
し
て
く
れ
る
機
能
が
付
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。技
術
の
進
歩
に
は
驚
き
つ
つ
も
、勝
手
に
車
が
動

く
こ
と
に
慣
れ
な
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
バ
ッ
ク
す
る

と
き
は
半
ク
ラ
ッ
チ
で
加
減
し
な
が
ら
、
ド
ア
を
少
し

開
け
、
直
接
目
視
し
な
い
と
安
心
し
て
停
め
ら
れ
な
い

私
は
、も
う
時
代
に
取
り
残
さ
れ
た「
昭
和
の
オ
ジ
サ
ン

ド
ラ
イ
バ
ー
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
も
本
会
広
報
事

業
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
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あ
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が
と
う
ご
ざ
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ま
し
た
。
令
和
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年
度
も
引
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し
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お
願
い

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

 

1日 人事異動 

下旬 広報委員会 神奈川県国保会館 

18日 診療施設部会・研修会 大和市文化創造拠点シリウス

4月

5月

担当は、企画事業課　企画事業係 
　 TEL　045-329-3441（直通）　FAX　045-329-3444 
　 E-mail　kikaku1@kanagawa-kokuho.or.jp 

神 奈 川 県  
国民健康保険  広報標語決定 団体連合会  
令和 6年 1月22日Webにて開催の広報委員会で協議の結果、次の標
語に決定いたしました。 
たくさんのご応募ありがとうございました。 
 
 
 
 
決定した標語につきましては、本会作成の機関誌「神奈川のこくほ・かいご」、
ポスター、ホームページ、各種封筒、印刷物等に掲載いたします。 



●お申し込み● 
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器の貸出状況」で
空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。 
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID･パスワードが必要です） 
ホームページアドレス　 

お問い合わせ先 
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通） 
Ｅメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp 

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器の貸出事業を無償でおこなって
おります。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。 
※国保主管課及び健康づくり主管課のみ対象です。 

今回ご紹介する機器は… 

「脳年齢計」
国保共同電算課 

Y・Sさんが体験!!
脳年齢は 25歳 !! 

実年齢より 10歳若い !!果結

●体験者の感想●
前回体験時と比べると、着々と年を重ねていました。 
結果を受け入れて経験と勘で埋め合わせながら楽しく生きて
いく術も必要だなと感じました。 
ゲーム感覚で楽しめるので、多くの方が体験されることをお
すすめします！ 

ゲームみたいで 
楽しみながら 
測定できます。

定測

脳の元気度（疲れにくさ）、すばやさ、有効
活用度、年齢や脳の疲労度（ストレス度）や
回転の早さなどを知ることができます。

１～25までの数字を 
出来るだけ早く 

タッチしていきます。



お問い合わせ TEL 03（3291）9841
東京都千代田区神田猿楽町1-5-18　〒101-0064

株式会社 社会保険出版社

●一部製品につきましては従来の価格を見直し、値下げを実施いたしました（新定価は　　表示）。各種事業にご活用ください。
※ご検討のため見本をご希望の際は、お気軽にご連絡ください。無償で送付いたします（原則1部）。

住民向け啓発冊子のご案内住民向け啓発冊子のご案内社会保険出版社株式
会社

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

■B7判／8頁カラー／
　リーフレット

介護保険ミニガイド
891059

本体  30円+税

令和6年度から
介護保険制度の一部が変わります

890079

■B7判／16頁力ラー

■B6変型判／16頁力ラー

介護保険を利用しているみなさんへ
お届けします！ 介護保険負担割合証

891016 891068

本体  40円+税

本体  65円+税

●介護保険制度の周知に
B7判 B6変型判

本体  40円+税

新刊

新刊

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

75歳以上の皆様へ
受けましょう！ 健康診査

健康長寿はお口から！
歯科健診を受けましょう

508086

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

後期高齢者医療制度にご加入の方へ
75歳以上の方の健康診査のお知らせ

508027

●後期高齢者健診に

■A4判／6頁カラー
　リーフレット
■監修　 平野浩彦
　（東京都健康長寿医療センター
　 歯科口腔外科部長／研究部長）

863002

本体  60円+税本体  36円+税本体  36円+税

新刊

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

■A4判／6頁カラー／
　リーフレット
■監修　中山健夫
　（京都大学 大学院医学研究科
　 社会健康医学系専攻 
　 健康情報学分野 教授）

505071

結果をチェックして生活チェンジ！
健診結果の活かし方

505051

●特定健診に

■A4判／4頁カラー／
　リーフレット

健診結果が届いたら始めよう
あなたに合った健康づくり

40～74歳の皆さまへ
行って安心！ 受けてイキイキ！ 特定健診

505081

本体  36円+税 本体  36円+税 本体  54円+税

新刊 新刊

本体  22円+税 本体 各60円+税

■A4判／2頁カラー

マイナンバーカードの健康保険証利用の
手続きをお早めに！

956021

もっと安心に！ もっと便利に！ マイナンバーカードを
健康保険証として一度利用してみませんか？

931071

●マイナ保険証の普及に

■ダイオキシン対応／
　ポリプロピレン素材
■90mm×60mm

ジェネリック医薬品利用勧奨記事付
マイナンバーカードケース 

■A4対応判
　（310mm×220mm）／
　厚さ0.2mm
■両面カラー／
　材質：ポリプロピレン

本体  100円+税

●表面

●裏面

クリアファイル スタンダード版 電子処方箋掲載版933021 934011

〈スタンダード版〉

〈電子処方箋掲載版〉

新刊
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